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ビジネスプロセスマネージメントとIT概念の変遷対比
DXをこれまでのIT商材の一過性のトレンドで終わらせないためには
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DX（Digital Transformation）の意味
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デジタルトランスフォーメーションは直訳すると、「デジタルに変換する」という

意味ですが、違います。

★デジタイゼーション／デジタライゼーション／デジタルトランスフォーメション
の関係

①アナログ情報をデジタル化する局所的な「デジタイゼーション」を行う

②プロセス全体もデジタル化する全域的な「デジタライゼーション」で新たな価値
を創造

③その結果として社会的な影響を生み出すのが「デジタルトランスフォーメーショ
ン」

デジタルトランスフォーメーション（DX）とは？ 言葉の意味をおさらい（https://monstar-lab.com/dp/blog/digital_transformation/）からの引用



意味の理解も曖昧、手法も持たず、プロセス指向の取組に対し、自身のBPMM

Maturity Levels（成熟度レベル）も知らずに取り組むのは無鉄砲
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第3章：ビジネス ・プロセスのコ ンセプトと基礎、パート 4 :プロセス・マネジメントを可能にするツール 

◆Business Process Maturity Model (BPMM) ビジネス・プロセス成熟度モデル(BPMM) 
　　BPMMは、CMM※に基づいて、組織を、未熟で一貫性のないビジネス・アクティビティを、 成熟し訓練されたプロセスに導く進化的経路を記述する。BPMMは、これらを段階的に記述し、改善が次のステージに上るための基盤を形成するように規定している。従って、 BPMMに記述された改善戦略は、継続的プロセス改善のロードマップを提供する。また、組織内のプロセスの欠点の識別に役立ち、改善を論理的でインクリメンタルなステップで、導く。 BPMMは、TQMコンセプトの様々な分野への応用とも言える。
　　• Based on Capability Maturity Model (CMM) CMMに基づく 
　　　※CMMは当初ソフトウェアの開発を対象に、米国国防総省(DoD)が出資している研究機関が、軍事費の多くを占め、益々増大するソフトウェアコストを圧縮するための方策を検討することをそもそものきっかけに、開発され、これをソフトウェアCMMと呼んでいます。CMMにはこれ以外に、システムエンジニアリグCMM、システム調達CMMなど、いろいろなモデルが開発された。これらのモデルはそれぞれ似て非なるところがあって、使いづらいことからこれらを統合したモデルの開発が求められ、それがCMM統合モデル、すなわちCMMI®(CMM IntegrationSM)である。CMMやCMMIは、ベストプラクティスを体系化したモデル記述であり、プロセス改善のためのツールである。調達に適用される場合は、要求事項化することもあるが、ISO9001のような要求事項ではない。
　　　　® Capability Maturity Model、CMM、 CMMI は、カーネギーメロン大学によって米国特許商標庁に登録されている。
SM CMM Integration、SCAMPI、SEI、SEPGは、カーネギーメロン大学の商標。
　　• Provides a framework to improve end to end business processes エンドートゥーエンドのビジネス・プロセスの改善の為のフレームワークを提供 
　　• Improvements at each stage form foundation for next stage 個々のステージでの改善が次のステージヘの基盤を形成 
　　• Provides a roadmap for continuous process improvement 継続的プロセス改善のロー ドマップを提供 
　　• Describes essential practices for development, preparation, deployment, operations and support of product offerings 製品提供に関する開発、準備、配備、運用、サポートの本質的な実務規定を記述 

◆Structure of BPMM BPMMの構造
　　BPMMは、様々なユーザーとニーズをサポートする階層構造のコンポーネントを提供する。階層は以下のようにまとめることができる。BPMMの最上位は5つのマチュリティ・レベルから構成される。これらについては、後のスライドでより詳しく解説する。マチュリティから5までは、そのレベルで達成するべき能力を獲得するために設計されたプロセス・エリア群から構成される。それぞれのプロセス・エリアは、限られたゴール群を達成するよう設計され、それらのゴール達成に役立つ実行規約、プラクティス、が含まれる。 特定の実行規約や制度的な実行規約にはさらに、すべてではないが、下位の実行規約、サブプラクティスが含まれる。さらに、プロセス ・エリア・ゴール 、プラクティス、サブプラクティスには、補助的な情報が含まれる場合がありる。 
　　①Top level components are the five maturity levels 最上位のコンポーネントは、5つのマチュリティ・レベル 
　　②Maturity levels 2, through 5 consist of process areas designed to establish the capability achieved at that level マチュリティ・レペル2から5までは、そのレベルで達成しなければならない能力を確立するよう設計されたプロセス・エリアから構成される 
　　③Each process area accomplishes a limited set of goals and includes a set of practices that help achieve those goals プロセス・エリアは、限られたゴール群を達成するよう設計、ゴール達成に役立つ実行規約、プラクティス、が含まれる 
　　④These practices can contain sub practices プラクティスにはサブプラクティスが含まれうる 
　　⑤Can contain supplementary information 補助的情報も含まれる場合がある

◆BPMM Process Area Threads BPMMプロセス ・エリア・スレッド 
　　BPMMのプロセス・エリアは単一のマチュリティ・レベル毎に規定されてるが、プロセス ・エリアどうしは、共通項目としてマチュリティ・レベルの範囲を超えて横断的に繋がっている（これを、プロセス・エリア・スレッドと呼ぶ）。これらのプロセス・エリアは、一つのマチュリティ ・レベルのプラクティス群がより上位のマチュリティ ・レベルのプロセス・エリアではどのように変換されていくかを記述している。
　　• Process areas linked across maturity levels as common areas of concern プロセス・エリアは、共通項目として、マチュリティ・レペルを横断的に繋がっている 
　　• Depict how practices at one maturity level are transformed into process areas at higher maturity levels 一つのマチュリティ・レベルのプラクティスが上位のマチュリティ・レベルのプロセス・エリアでどのようの変換されるかを記述 

　　• Five process area threads: 5つのプロセス・エリア・スレッド 
　　　① Organizational Process Management 組織的プロセス・マネジメント 
　　　② Organizational Business Management 組織的ビジネス・マネジメント 
　　　③ Domain Work Management ドメイン ・ワーク・マネジメント 
　　　④ Domain Work Performance ドメイン ・ワーク・パフォーマンス 
　　　⑤ Organizational Support 組織的サポート 

　　　① Organizational Process Management 組織的プロセス・マネジメント 
　　　　- Initiate, sustain, and direct process management and improvement programs （経営者、中間管理職、組織レベルのユニッ トが、 組織の）プロセス・マネジメントの立ち上げ、維持、指導と改善（を行うために実行されるプラクティス群）

　　　② Organizational Business Management 組織的ビジネス・マネジメン ト 
　　　　- Plan, provide resources, monitor and direct the work （経営者、中間管理職、組織レベルのユニッ トが、 組織ユニットによってなされる）作業の計画、資源の提供、監視、指示（を行うために実行されるプラクティス群）

　　　③ Domain Work Management ドメイン・ ワーク・マネジメン ト 
　　　　- Manage the development, preparation, deployment, delivery and support of products and services 製品、サー ビスの開発、準備、配備、配送、サポートをマネージする （プラクティス群）

◆BPMM Process Area Threads ドメイン・プロセス・エリア・スレッド 
　　　④ Domain Work Performance ドメイン・ ワーク・パフォーマンス 
　　　　- Perform the actual development, preparation, deployment, delivery, and support of the organization's products and services 組織の製品・サー ビスの実際の開発｀準備、配偏、サポー トを行う（プラクティス群）

　　• Organizational Support 組織的サポー ト 
　　　　- Provides support to all practices in all process areas すぺてのプロセス ・エリアのすべてのブラクティスをサポー ト（プラクティス群） 
　　　　- Prepare people to do their work, assure conformance of work, and maintain control of the work 作業の準備、作集のコンフォー マンスの確保、作業のコントロー ルの維持 （に役立つ）

第７章プロセス品質、ガバナンス、およびメトリクスのフレームワーク、パート２：品質フレームワーク

１．Business Process Maturity Model (BPMM) ビジネス・プロセス・マチュリティ・モデル（ビジネス・プロセス成熟度モデル）（BPMM) 
　　　　- Evaluates the capability and maturity of business processes. ビジネス・プロセスの能力と成熟度を評価 
　　　　- Assesses process maturity and guides process improvement プロセスの成熟度を査定し、プロセス改善を指導（評価に必要となる標準を提供）
　　　　- Guides organizations as they move from immature, inconsistent business activities to mature, disciplined processes. 未熟で不統一のビジネス活動を、成熟し統制の取れたプロセスヘ組織を導く 
　　　　- Improvements at each stage provide a foundation on which to build improvements undertaken at the next stage. 各段階での改善が、一つ上の段階での改善の基礎となる 
　　　　- Improvement strategy provides a roadmap for continuous process improvement. 改善戦略は、継続的改善のロードマップを提供 

　　　　※このモデルは、プロセスの成熟度を査定しビジネス・プロセス改善を指導する為のオープン・スタンダードのロードマップを提供するもの。BPMMは段階的な改善の経路を示し、組織が未熟で不統一なビジネス・アクティビティの段階から成熟し統制の取れたプロセスヘ到達するまでを導く。 BPMMは、これらの段階を順序づけて、一つの段階の改善が、その上の段階での改善の基盤となるよう設計されている。従って、BPMMから導かれた改善戦略は、継続的改善のロードマップを提供すると共に、組織のプロセス欠陥を識別し、論路的でインクリメンタルなステップを踏みながら改善に導いて行く。

◆History of BPMM BPMMの歴史
　　• Modern use of maturity models began with Watts Humphrey 近代の成熟度モデルは、ワッツ・ハンフリー氏に始まる （IBMの同僚達との議論の中からこのアイデアを生み出した）
　　• Humphrey created the Process Maturity Framework at the SE Institute in the late 1980s ハンフリー氏は、1980年代にSEI研究所で、プロセス成熟度モデルを作成 
　　• The framework was elaborated into the CMM（:Capability Maturity Model for Software） and later into CMMI (:Capability Maturity Model Integration). このフレームワークは、後にCMMへ進化し、さらに後年、CMMIへ発展 
　　• Preeminent standard for assessing the capability of organizations that develop software intensive systems. ソフトウェアが重大な役割を演じるシステムを構築する組織の能力を査定する為の優れた 標準となる 

◆Maturity Levels マチュリティ・レベル 
　　• Five levels represent different stages through which an organization is transformed 組織が変化していく過程で5つの異なる段階を定義 
　　　- Level 1 Initial 　　　　   レベル 1 初期 
　　　　　- Business processes performed in inconsistent sometimes ad hoc ways ビジネス ・プロセスが一 貫せず、時にはその場しのぎ的に実行されている （結果の予想は困難）
　　　- Level 2 Managed 　　  レベル 2 マネージされている
　　　　　- Management stabilizes the work within local work units マネジメントは局所的なワーク ・ユニット内の作業を安定化している Work units performing similar tasks may use different procedures ワーク・ユニットは、同様のタスクを異なる手綬きで実行する可能性がある  
　　　- Level 3 Standardized レベル 3 標準化されている 
　　　　　- Common, standard processes are synthesized from best practices identified in the work groups ワークグループ内で見つけたベスト・プラクティスに則り共通の標準プロセスが統合されている Standard process provide an economy of scale 標準プロセスが規模の経済効果を上げている 
　　　- Level 4 Predictable 　 レベル 4 予測可能 
　　　　　- Capabilities enabled by standard processes are exploited and provided back into the work units. 標準プロセスによって可能となった能力がワーク・ユニットに提供され利用されている。 Process performance is managed statistically throughout the workflow to understand and control variation ワークフローを通してプロセス・パフォーマンスが統計的に管理され変動を理解し制御している 
　　　- Level 5 Innovating 　 レベル 5 革新的 
　　　　　- Proactive and opportunistic improvement actions seek innovations 能動的で機を見るに敏(びん)な改善活動が革新を追求している 
　　　　　- Close the gaps between the organization's current capability and capability required to achieve its business objective ー組織の現在の能力と、ビジネス目的の達成に必要な能力の間にギャップがない 

　　　※マチュリティ ・レベルの 2 から5 までは、そのレベルで達成すべき能力を得るためのプロセス・エリアが定義されてる。各プロセス ・エリアは、そのレベルの組織的特性状態を作り、サポートし、維持する特定のゴールを達成するよう設計されている。 

◆BPMM Conformance BPMMコンフォーマンス 
　　• Evaluated in appraisals led by an authorized Lead Appraiser who has been trained extensively in BPMM and appraisal methods. BPMMと評価方法論に関して広くトレーニングを受けた認定主任評価人により評価を受ける 
　　• Lead Appraiser is external to the organization, leading a team that includes members from the organization being appraised. 主任評価人は、組織の外部の人間であり、評価される組織のメンバーを含むチームを主導する 
　　• Team collects and evaluates evidence regarding the implementation of practices described in the BPMM チームは、BPMM に記述されたプラクティスが実行されている証拠を収集し評価する 
　　• Team makes judgments about their strengths and weaknesses and the extent to which they satisfy the goals of the process areas チームは、長所と短所を判断し、プロセス・エリアのゴールをどの程度達成しているかを評価する 

◆Conformance with Specification 仕様へのコンフォーマンス
　　• BPMM conformance points reference Maturity Levels and the realization of associated Goals. BPMMコンフォー マンスは、参照マチュリティ・レベルと関連するゴールを指し示す 
　　• Maturity Levels 2 through 5 are comprised of Process Areas マチュリティ・レベル2から5までは、プロセス・エリアから構成されている 
　　• Process Areas are specified as sets of Goals. プロセス・エリアはゴールの集合として仕様化されている 
　　• An organization may conform to the specification at a Maturity Level of 2 or higher. 組織は、マチュリティ・レベル2もしくはそれ以上の仕様への合致が評価される 

◆（スライド）Maturity Levels 　マチュリティレベル
　　このテーブルは、各マチュリティ ・ レベルの焦点とプロセス・エリアを示している。レベル5は、プロセスの継続的改善に焦点を当て、レベル4では作業プロセスを管理し結果を予想可能なものにする。レベル3では、製品・サー ビスを提供するためのプ ロセ スの標準化と資産化を確立し、レベル2では、ワーク・ユニットそのものに焦点を当てる。 レベル1では、明瞭なプロセスや組織的サポートは存在しない。 



せめてLevel 3.標準化でなければ、シェアー教授の
「ＤＸの潮流に乗り遅れないためにどう変わるべきか」の提言も
理解は難しいでしょう。
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■将来、『「私は開発者です、私がするべき仕事を与えてください。」では、立ち
行かなくなる。』と、シェアー教授は、公言しています）。

https://www.sigs-datacom.de/uploads/tx_dmjournals/aus_der_szene_JS_05_16.pdf
https://www.sigs-datacom.de/uploads/tx_dmjournals/aus_der_szene_JS_05_16.pdf


シェアー教授の提言『デジタル化が世界を食い尽くす』の要点

現在 将来

１．開発プロセス
インサイドアウト（自社の事業活動が、社会・環境
問題にどう影響するか＝密室に３年間閉じ籠った
製品開発）

アウトサイドイン（社会・環境問題が自社にどう影響す
るか＝市場の反応をみながら３ヶ月単位に判断す
る。）

２．ｿﾌﾄｳｪｱ開発 ウオーターフォールモデル
アジャイルメソッド／ＱｕｉｃｋＷｉｎ
フィードバックや変更要求にすばやく対応できるように、より小さなステッ
プで開発し、完了までの時間を短縮

３．品質保証

インテグレーターが請け負う。インテグレーターは個別システムの統合のためにシステム全体の機能に責任
を持ち、プロセスのコンテキストを維持すること。API はこの中の一部の技術にすぎなくなる。また、フローと
ロジックを含んだ、プロセスの記述が必要だ。システム統合のテーマはますます重要になるが、それがアキ
レス腱でもある。

４．エグゼクティブ
CIO とCDO がビジネスモデルにもっと関心を持つこと。優秀なマネージャーはビジネスとテクノロジーの間を
立ち回れる人。

５．設計者 機能スキル重視
プロセス重視。もはやSAP/Oracleの機能を答えられる
だけでは済まない。

６．Ｊａｖａ開発者
「私は開発者です、私がするべき仕事を与えてくだ
さい」のスタンス通用

左記では立ち行かなくなる。
新しい業務メソッドが仕事の変革をもたらす。
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■BPMだけではなく、似て非なる標準が世界には多く存在する。残念ながら、標準の１：１比較は検索できるが、全体の相関関係を
示した図は無い。理由は、それぞれの標準の起源は異なれど、お互いの領域をカバーする様に拡張されていることから実態を捉えき
れないように思える。しかし最終ゴールはひとつのはずである。その観点から力づくではあるが、その相関を捉えてみた。

世の中、様々な標準がある中で、何を拠り所にするか。
それすら知らず、倣わずして、ＤＸは成り立たないでしょう。
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ＥＡプラットフォーム
- 複雑な組織構造の体系化することで、全体最適の

観点からの高度な意思決定支援、標準化を導き、
組織構造の最適化や重複投資の回避による経営
の効率化に寄与することが目的

TOGAF
The Open Groupの登録商標

ITアーキテクチャ策定のための手法
（EA）グローバル標準(最新v9.2)

ARISメソッド＆BPM-QuickWin手法
(Pros.Scheer&BPM-navigator)

ArchiMate
The Open Groupが

オランダの政府及び業界から依頼を受け、
2008年以降本格的に標準化。

TOGAF 標準に沿ったアーキテクチャ記述のためには
最適な記述言語。

新たなアーキテクチャを創り、イノベーションや
EA開発の“見える化”“モデル化”によりEA開発の
生産性向上を目指す組織にとってのツール

(最新v3)

ITIL
英国政府発行（1980年代後半～1990年代ｽﾀｰﾄ）

膨大なIT投資に対する効果のための運用ガイドライン
ITサービスマネジメントのベストプラクティス

（実践され良いと認められたやり方）

BPMN
ビジネスプロセスを描画する
グラフィカルな標準記法

OMGが管理保守
2011年発行2.0が最新
資格認定：OCEB

UML/SysML
OMGが仕様管理BMM

(Business Motivation Model)
OMGが仕様管理する、
計画を組織的に開発、
伝達、管理するための
スキームと構造を
提供するモデル
資格認定：OCEB

Zachmanフレームワーク
1987年にIBMのJohn Zachmanが発表

（その後、数回の改訂）
入門編１．２項参照

ＢＰＭメソッド・リファレンスモデル・記法

SCOR
プロセス・メトリクス人材要件

参照モデル
1996年SCC策定～2017年r12.0

知識体系ガイド

http://www.opengroup.or.jp/togaf.html
http://www.opengroup.or.jp/archimate.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/PMBOK
https://it.impress.co.jp/articles/-/12985
https://www.ogis-ri.co.jp/rad/webmaga/1236355_6728.html
https://it.impress.co.jp/articles/-/12985
https://www.fujitsu.com/jp/services/business/it-consulting/itil/itil/
https://www.omg.org/spec/BPMM/About-BPMM/
https://www.omg.org/spec/BPMN/2.0/About-BPMN/
https://www.omg.org/spec/UML/About-UML/
https://omgsysml.org/
https://www.omg.org/spec/BMM/About-BMM/
https://www.itmedia.co.jp/im/articles/0705/14/news122.html
https://www.itmedia.co.jp/im/articles/0706/11/news111.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※（大川原）の実践ノウハウ
　　標準は、基本であり、大事だが、実践では、事細かに定義したり、ズバリあてはまらない世界もある。そこで、重要なのが、“アドリブ”である。

　　シェアー教授も「Jazzは、BPMだ。」とおっしゃっている。私も、「社交ダンスは、BPMだ」と感じている。
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